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障がい福祉部門との連携

障がい福祉部門からの情報提供、意見交換により、

障がい福祉制度の理解を深めることで、

在宅高齢者への包括的な支援を強化する

障がい福祉との連携
増加傾向

北上市の地域包括ケアシステムの構築に向けて、在宅高齢者に対する医療や介護サービスが効果的に

提供できる体制を整備するため、北上市在宅医療介護連携推進協議会を置く。

北上市在宅医療介護連携推進協議会設置運営要領 第１

▼



障がい福祉部門との連携

3.5 3.4 3.7

0.7 0.8
0.9

0.5 0.9
1.0 

0

1

2

3

4

5

6

2014 2019 2024

手帳所持3/31時点 対総人口比率（％）

身体 知的 精神

北上市 障がい者数の推移
増加傾向

身体 療育 精神 計

2014 3,293
3.5%

674
0.7%

431
0.5%

4,398
4.7%

2019 3199
3.4%

789
0.8%

820
0.9%

4,808
5.2%

2024 3331
3.7%

811
0.9%

955
1.0%

5,097
5.6%

障害者手帳所持者数３/３１時点

対総人口比率

単位：人

計 4.7%
計 5.2%

計 5.６%

10年で手帳所持者が人口の約１％増加
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身体障害者手帳所持者3/31時点 級別推移

重度（１・２級） 中度（３・４級） 軽度（５・６級）

計 3258 計 3331

対合計数比率

＋３．７％

市全体をはるかに上回るペースで高齢化が進行
同時期の市全体高齢化率変動27.5%→28.4%

徐々に重度化が進行
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障害福祉サービスと介護保険サービスの関係
65歳以上になると選択肢増

• 介護認定を受けると、 「相当するサービス」は介護保険サービス優先
• 区分支給限度額を超過した場合は、障害福祉サービスを利用可能
• 障害福祉サービス利用者が65歳以上になっても、障害福祉独自サービスは継続利用可能
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居宅介護（訪問介護相当）サービスの推移
近年、急激な伸びを見せる
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北上市 居宅介護サービス年度別利用実績

利用延べ人数（人）

72,419

千円
74,768

千円
109,404

千円
157,627

千円

7200万

1.6億

２倍以上

給付費支給額（千円）

給付費
（千円）

利用延べ人数
（人）

2020年度→２０２３年度

利用延べ人数
の増加人数

身体介護
の増加人数≒

2020年度 利用者０人

▼

2023年度 居宅介護実績の約20%

■単価が高い身体介護が増加

■有料老人ホーム併設事業所
の利用が急増
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今後の展望
介護需要は今後も拡大

▼

介護保険サービスの不足分を補う
障害福祉サービスの重要性がより高まる

高齢化、障がいの重度化に伴い、
在宅高齢者の訪問系サービス需要が増加


